
























大川 勇:あ る深層の物語の読解 ムージ
ルの『特性のない男』研究のための序説
金子 孝吉:リルケの詩『偶像』について













斎藤 昌人:一 カフカ像 一 『流刑地にて』をめ
ぐって
第2号(1986)
松村 朋彦:心 理学と小説のあいだ カー
ル ・フィリップ・モーリッツ『アントン・ライ
ザー』とその周辺
大川 勇:千 年王国を越えて 一 ムージルの
『特性のない男』における〈別の状態〉の行
方
















加 藤 丈 雄:ハ ッピー エ ンドと悲 劇 一 『公 子 ホ
ムブル ク』の多 義 性 に つ いて
兵 頭 俊 樹:ヘ ル ダ ー リンの`wiewennam
Feiertage_'に現 れ るディオ ニュソスの 形 象
をめ ぐって
竹 本 まや:ト ー マ ス ・マ ン の『す げ か え られ た
首 』試 論
友 田 和 秀:『 魔 の 山』試 論 主 人 公 ハ ンス ・






















吉田 孝夫:時 間の渦 一R・M・リルケ『新詩
集』の数篇から
片桐 智明:ヨーゼフ・ロートの『右と左』 一 二
っの方向
第8号(1995)
濱中 春:シ ラーの『マリア・ストゥアルト』一 二
人の女王のドラマ
中村 直子:分 離動詞の認定をめぐる諸問題




飛鳥井 雅友:ゴ ットフリー ト・ベンにおけるく好
情的自我〉概念の登場をめぐって
第12号(1999)
片 岡 宜 行:ド イツ語 の 与 格 と空 間補 足 語 に つ
い て
吉 田 孝 夫:ロ ー ベ ル ト・ヴァル ザー の 絵 画 描 写
につ いて エクプ ラシスの観 点 か ら
片 桐 智 明:ハ イミー ト・フォン・ドー デ ラー 四 十






中村 直 子:正 書 法 と分 離 動 詞
濱 中 春:シ ラー の『ヴィル ヘ ル ム ・テル 』にお け
るスイスの 風 景
片 桐 智 明:ヨ ー ゼ フ ・ロ ー トの 『百 日 天
下』 一 ヨーゼ フ ・ロー トのワー テル ロー
飛 鳥 井 雅 友:「 胸 は張 り裂 け」 ゴットフリー
ト・ベ ンの 場 合
第13号(1999)
KUNIEDANaotaka(國枝 尚隆):贋 伽 伽 距〃
alsasthetischesPr(ガekt
吉 田 孝 夫:ロ ー ベ ル ト・ヴァル ザ ー にお ける通
俗 小 説 とメル ヘ ンの 再 話 に つ い て 一 対
句 法 に関 す る試 論
第10号(1997)








































川 島 隆:『 万 里 の長 城 』に お ける 「男 性 」と「労
働 」の位 置 一 カ フカ の シオ ニズ ム理 解 を
手 がか りに
伊 藤 白:白 い ドレスの ロッテ ー トー マ ス・マ
ン『ワイマ ール の ロッテ』にお ける女 性 像
武 田 良材:道 徳 的 な女 た らし 一 ヘ ル マ ン ・
ケステン文 学 の モラリスト像
國 重 裕:現 代 文 学 は 「歴 史 」を 語 りうる
か?KatrinAskan(1966～)に見 るDDR
文 学 の現 在










池田 晋也:描 かれた劇場 一 シュニッツラー
の短篇『侯爵様御臨席』
伊藤 白:ゼ ゼミ・ヴァイヒブロートー 『ブデン
ブローク家の人々』における女性像とキリス
ト教





廣川 智貴:主 語の文体論 クライストの『決
闘』を中心にして
熊谷 哲哉:言 葉をめぐるたたかい 一 シュ
レーバーと雑音の世界
第19号(2005)
青木 三陽:手 紙を書く騎士 一 『パルツィ
ヴァール』における「学識」と「書物」の意味
について








熊谷 哲哉:結 び 目としての神経 一 シュレー
バーにおける宇宙と身体
池 田 あいの:手 紙論としての手紙 一 カフカ
の恋文をめぐって
伊藤 白:シ ョーシャ夫人は美しいか 一 トー
マス・マン『魔の山』における女性像と「東」
池 田 晋也:ジ ャズアレンジされるヨーロッ
パ ー ハンス・ヤノヴィッツの小説『ジャズ』





青木 三 陽:歴 史 とフィクションの狭 間
で 一 ヴォルフラムの「原典言及」をめぐって






廣川 香織:ハ リー・ハラーの痛む足 一 ヘル
マン・ヘッセの『荒野のおおかみ』における
身体について
池 田 晋 也:文 学 的 ジャズ表 象 の諸 形
態 ブルーノ・フランクとフェーリクス・
　 　アーノレマン
















土屋 京 子:プ ロメテ ウスの火 とE.TA.ホフマン
の『G町の ジェズイット教 会 』
藤 原 美 沙:子 どもへ 向 ける視 線 アイヒェ





浅 井 麻 帆:「 セ セ ッシ ョン 」か ら 「分 離 派 」
ヘ ー 日本 のWienerSecession受容 史 に
お ける訳 語 の変 遷 につ いて
武 田 良材:ア ンネ マ リー ・シ ュヴァル ツェンバ
ハ に お け る反 ナ チ ス ー エ ー リカ 、クラウ
ス・マン、そ して 山との 関係
永 畑 紗 織:異 教 の 神 ペ ル ー ンとサ ル マ チ
ア ー ボ ブ ロフス キー の 短 編 『異 教 徒 た ち
の 至 福 』につ い て







菅 利 恵:愛 による主 体 化 一 シラー の劇 作 品
をめぐる試 論
土 屋 京 子:言 語 起源 論 とE.Tんホフマ ンの 動
物 一 犬 ベ ル ガ ンサ 、猿 ミロと猫 ムル の 言
語 をめ ぐって
藤 原 美 沙:詩 人 と「子 ども」の 関 係 に つ い
て 一 ア イヒェン ドル フの小 説 『詩 人 とそ の
仲 間』より




加 賀 ラビ:ホ ー フマ ンス ター ル の 『ア ル ケス
ティス』につ いて
武 田 良材:オ リエ ントで の 自分 探 し 一 アン
ネ マ リー ・シュヴ ァル ツェンバ ハ の 『幸 せ の
谷 』
永 畑 紗 織:境 界 に 立 つ シ ョー ペ ン ハ ウ
ア ー 一 ボ ブ ロフスキ ー の 短 編 『窓辺 の 若
い 紳 士 』につ い て
一35一
第24号(2010)
西尾 宇 広:公/私 をめぐる価値 観 の交
錯 一 クライスト『ミヒャエル・コールハース』
















麻 生 陽子:も うひ とつ の農 村 ユー トピ
ア ー ペーター・ローゼッガー『最後の人
ヤーコプ』における「アメリカ」
加賀 ラビ:20世紀のオペラ・セリア ー ホーフ
マンスタールの『ナクソス島のアリアドネ』に
ついて





































FUJIWARA Misa : 
Einbildungskraft, Lesen und Kindererziehung 





TSUCHIYA Kyoko : 
Bericht zur Tagung im ZiF der Universität Bielefeld 2013 
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